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沖縄市うるま市連携の歴史文化体験施設周遊事業 

地域円卓会議（オンライン） 
 

実施報告書 

 

【1 日目】 

日  時： 2020年 10月 15日（木）19:00-20:30 

開催方法： Youtube配信 

収録場所： 沖縄市コザミュージックタウン エイサー会館 

テ ー マ： 沖縄市うるま市連携の歴史文化体験施設周遊事業。 

今どんな課題があるのか、しっかり確認 

 

【2 日目】 

日  時： 2020 年 10月 26日（月）19:00-20:30 

開催方法： オンライン会議（zoom） 

収録場所： 公益財団法人みらいファンド沖縄 

テ ー マ： 沖縄市とうるま市の歴史文化コンテンツを活用した 

ムーブメントを起こすためのアクションはなにか？ 

 

主  催： 沖縄市、うるま市 

協  力： 公益財団法人みらいファンド沖縄、NPO 法人まちなか研究所わくわく 

 

報告書作成 

NPO 法人まちなか研究所わくわく 

公益財団法人みらいファンド沖縄 
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ＡＣＴＩＶＩＴＹ ＲＥＰＯＲＴ 

【報告】沖縄市うるま市連携の歴史文化体験施設周遊事業地域円卓会議 

 

【1 日目】 

■日  時：2020年 10月 15日（木）19:00-20:30 

■開催方法：Youtube配信（https://www.youtube.com/playlist?list=PLCpGstaOzIBAtE3JqiTpyNuaOLU35qfp1） 

■動画再生回数（11/13時点）：81回（1日目 1/2）、47回（1日目 2/2） 

■着席者数：8名（論点提供者、司会、記録者含む） 

 

安慶名 豊美 氏（沖縄市 経済文化部 観光振興課 課長） 

松岡 秀光 氏（うるま市 経済部 観光振興課 課長） 

沖縄市うるま市連携の歴史文化体験施設周遊事業。 

今どんな課題があるのか、しっかり確認 

 

センターメンバー（1日目） 

 
安慶名 豊美 

沖縄市 

経済文化部 

観光振興課 

課長 

 
松岡 秀光 

うるま市 経済部 

観光振興課 課長 

 
山田 一誠 
一般社団法人 

沖縄市 

観光物産振興協会 

事務局長 

 
富所 英男 
うるま市 

観光物産協会 

事務局次長 

 
平良 勇人 
株式会社 

プラザハウス 

専務取締役 

 
平田 大一 

うるま市文化観光

戦略推進事業 

総合プロデューサー 

論点提供 
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【2 日目】 

■日  時：2020年 10月 26日（月）19:00-20:30 

■開催方法：オンライン会議（zoom） 

■着席者数：7名（論点提供者、司会、記録者含む） 

■参加者数：8名（企業、行政、議員等） 

 

松岡 秀光 氏（うるま市 経済部 観光振興課 課長） 

冨里 直人 氏（沖縄市 経済文化部 観光振興課 課長補佐） 

沖縄市とうるま市の歴史文化コンテンツを活用した 

ムーブメントを起こすためのアクションはなにか？ 

沖縄市とうるま市では、両市の歴史文化関連施設を周遊する広域観光の取り組みをスタートし

ます。先日（10/15）に行われたセッション 1（情報提供）では観光に関わる団体や両市の行政機

関と、事業が成功するための条件や課題についての様々なデータや情報を確認しました。 

今回の地域円卓会議では、「沖縄市とうるま市の歴史文化コンテンツを活用したムーブメントを

起こすためのアクションはなにか？」と題し、参加者の皆さんとも両市をつなぎ沖縄東海岸にかか

る、観光誘客のターゲティングや地域の事業者と住民の関わり方等を中心に話し合っていきます。 

 

センターメンバー（2日目） 

 
松岡 秀光 

うるま市 経済部 

観光振興課 課長 

 
冨里 直人 

沖縄市役所 経済文化部 

観光振興課 課長補佐 

 
山田 一誠 

一般社団法人 沖縄市 

観光物産振興協会 

事務局長 

 
渡久地 明 

沖縄観光速報社 

編集長 

 
平田 大一 

うるま市文化観光戦略

推進事業 

総合プロデューサー 

 

➢ 今後のアプローチの方向性（提案） 

1） 観光施設・観光業は地域の暮らし（経済・環境・教育・人材育成）に何をもたらすのかをしっかり地域

内で共有すべき。このプロセスが、地域の参画を産み出す原動力になると考えられる 

2） 歴史文化施設の運用は民間のアイデアを尊重し、できるだけ柔らかく運用できるルール作りを。ま

た、モデルコースも文化施設のみの周遊にはこだわらないストーリー作りにすべき 

3） 観光客の大きな人の流れから、どう歴史文化コンテンツに興味を持ってもらい誘導していくか、優先

順位をしっかり持って取り組み、地域内で成功体験を共有していくべき 

論点提供 
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■参加者によるサブセッション 

沖縄市とうるま市の歴史文化コンテンツを活用した 

ムーブメントを起こすためのアクションはなにか？ 

（参加者記載の原文をそのまま記載している為、事実と異なることがあります。グループ毎に①、②・・・と記載） 

 

① 

・ エイサー会館、エイサーのイベントでどれ

だけの観光客がきているかが分からない

（数的データ）状況であるが、問合せは多く

全島エイサー祭りにも参加していると思わ

れる 

・ エイサーの踊り手は不安定（ボランティア

で行っているのでシンドイところもある）

内向けに踊っているのが、外から評価され

るものもある。地元愛を自己表現の場とし

てのエイサーがあり、ムーブメントにつな

がる可能性はある 

・ 平敷屋の伝統エイサーで新しい取り組みも

検討している。沖縄市やうるま市とコラボ

して面白い取り組みもできる。内向きと外

向きを考えていけると良い。エイサーの道

ジュネーを大通りでできると良い。 

・ 若者がエイサーを続けることが難しい環境

がある。そこをケアしてエイサーを盛り上

げる必要がある。文化から観光資源に持っ

ていけると良い。泡瀬の綱引きを 5 年に 1

回ではなく、1 年に 1 回にしてエイサーも一

緒に行った方が良い 

・ 南米に世界の若者ウチナーンチュ大会に行

った際に、南米の若者がエイサーを行って

いたのに感動した。世界のエイサー団体を

繋げて年に 1 回世界大会を行っていく方が

良い 
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沖縄市うるま市連携の歴史文化体験施設周遊事業 

地域円卓会議 

参加者アンケート集計 

 

◆概要 

・日時：2020年 10月 26日（月）19:00-20:30 

・開催方法：オンライン会議システム（Zoom） 

・着席者：7名（論点提供者、司会、記録者含む） 

・参加者：8 名（アンケート回収 2 名、回収率 25％） 

 

１．どちらから？（都道府県） 

 

２．どちらから？（市町村内訳） 

 

３．所属 

 

 

４．円卓会議をどのように知ったか 

 

５．満足度 

平均：4.5（5 点中） 

5.満足 
4.概ね 

満足 

3. 

普通 

2.あまり

満足して

ない 

1. 

不満足 

1 名 1 名 0 名 0 名 0 名 

 

６．満足度の理由 

・ 多周遊観光の課題や可能性について理解を

深めることができた 

・ 女性の視点も取り入れてほしかったので、男

性ばかりだったのが少し残念。事前にプロフ

ィールは共有して頂いたら、どの人がどの立

場で話しているかが分かったので、事前共有

してほしかった。会議の目的・最終着地点が

具体的に分からないのが残念だった 

 

７．円卓会議で印象に残ったこと 

・ ムーブメントからブランディング、そしてス

タイルへ 

・ 行政施設のマネタイズ化 

・ 文化継承と新しい文化創造（エイサーや現代

版組踊） 

・ 異分野のコラボレーション 

・ 日常を魅せる観光 

・ 外からの人々を受け入れる仕組み。 

・ 良いアイディアがたくさんあり、学ぶことが

多かったです。 

沖縄県内

50%

東京都

50%

沖縄市

50%

練馬区

50%

行政
50%

企業
50%

facebook
0%

友人・知人

の紹介
50%

みらいファンド沖

縄ホームページ
50%

メール
0%
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＜動画記録（1 日目）＞ 

・公開日：2020 年 10 月 20 日 

・再生回数：81 回（11/13 時点） 

・URL：https://youtu.be/KDWPHubUmQI 

 

 

 

 

・公開日：2020 年 10 月 20 日 

・再生回数：47 回（11/13 時点） 

・URL：https://youtu.be/TsnuLorY_6s 

 

 

 

 

＜動画記録（2 日目）＞ 

・公開日：2021 年 3 月 31 日 

・再生回数：26 回（4/2 時点） 

・URL：https://youtu.be/ua2F0G_GIlI 
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＜板書記録（1 日目）＞ 
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＜板書記録（2 日目）＞ 
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